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神戸海星病院小児科外来のトラベルワクチン接種状況

藤岡一路

神戸海星病院小児科

はじめに

神戸海星病院(以下，当院)はアメリカ，カナダ，オー

ス トラリア，ニュージーランド大使館指定病院であり，

国際内科外来を有しているため，成人 (高校生以上)を

対象として， 広 く海外渡航に関連した健康問題に対応し

ている.また，我が国で承認されているワクチンの他に，

倫理委員会の承認のもと多くの国内未承認の輸入ワクチ

ンを導入しており，成人に対しては十分な説明と同意の

上，輸入ワクチンを含むトラベルワクチン接種を行って

いる.

近年，海外渡航者の増加に伴い，海外に長期滞在する

日本人子弟，日本に長期滞在する外国人子弟が増加し，

当院小児科外来においてもトラベjレワクチン接種への強

い要望と必要性が生じてきたため，十分な説明と同意の

もと， 2008年4月よりトラベルワクチン接種を漸次拡大

してきた.

今日，当院小児科外来における トラベルワクチン接種

状況を把握し，小児におけるトラベルワクチン接種に関

する問題点について検討を行った.

方法

当外来は毎週木曜日の午前9時一12時に診療を行って

いる. トラベlレワクチン接種に関しては基本的に予約制

であり，スタッフは医師 l名，看護師 l名である.当初

は飛び込みでの トラベルワクチン接種にも対応すること

としてきたが，患者数の増大，接種内容の複雑化のため，

2009年10月頃より原則として初回受診時は保護者のみ来

院していただき， トラベルワクチンの接種スケジュール

に関して相談した上で次回以降から親子で受診していた

だきワクチン接種を開始する方針とした.
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当科の診療内容は， (1)小児の海外渡航健康相談， (2)ト

ラベルワクチン接種， (3)海外赴任前・後健診(インター

ナショナルスクール入学時健診含む)，(4)外国語の健康

診断書および各種証明書作成 (英語のみ)， (5)通常の小

児科外来診療，となっているが，週一回の小児科外来診

療という特殊性から(5)の割合は極めて少ないものとなっ

ている.

トラベルワクチン選択にあたっては，適時の海外感染

症情報1)2)を収集し，必要に応じてトラベルワクチン接

種経験の豊富な当院国際内科医師の指導を仰いだ.実際

の接種と保護者への説明に関しては，-海外旅行者の予

防接種Q&A (海外渡航者に対する予防接種のあり方に

関する研究班編)})を保護者に渡した上で，渡航地域別

に推奨される予防接種のリスクベネフィットを十分に説

明し，本人 ・保護者の希望に従い施行することとした.

現在，当院で採用されているワクチンを表 1，2に示

す.輸入ワクチンに関して，不活化ポリオワクチン

(rmovax Polio: Sanofi Pasteur)，目湯チフスワクチン

(Typhim Vi : Sanofi Pasteur)， 4価髄膜炎菌ワクチン

(Menceva XACWY : GlaxoSmithKline)，成人用百日咳 ・

破傷風・ジフテ リアワクチン (Covaxis:Sanofi Pas-

teur)， MMRワクチン (Priorix: GlaxoSmithKline) は

以前より当院倫理委員会の承認のもと院内常備となって

いたが，小児科外来においては原則使用せず，国際内科

外来より依頼のあった小児のケースのみ接種する方針と

しており， 小児科外来において独自に処方 ・接種を開始

したのは2008年4月以降である. 2団法のA型肝炎ワク

チン (I-Iavrix1440 : GlaxoSmithKline) と1カ月 3団法

(WHO/CDC方式)の狂犬病ワクチン (Rabiq凹 Sano

fi Pasteur)は，2009年 5月の倫理委員会で承認となり，

2009年6月以降に院内常備となったが，国際内科外来に

おける接種状況を確認した上で小児科外来においては

2010年 1月以降より接種を開始した.当科におけるトラ

ベルワクチン接種においては，受診後通学を希望する小

児がほとんどであり ，十分な経過観察ができない点，ま

た週一回の外来であるため副作用発現時の対応が十分に

できない点などの問題がある.そのため，原則として複

数ワクチンの同時接種は行わない方針とし，海外渡航ま
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表 1 当外来使用不活化ワクチン

ワ ク チ ン 名 f共 五合 ー八二

A型肝炎ワクチン アステラス製薬株式会社

B型肝炎ワクチン アステラス製薬株式会社

日本脳炎ワクチン* 田辺三菱製薬株式会社

ジフテリア ・破傷風二種混合ワクチン 武田薬品工業株式会社

ジフテリア ・百上l咳・破傷風ニ極i混令ワクチン 武田薬品工業株式会社

破傷風トキソイドワクチン 武田薬品工業株式会社

ヘモフィルス b型ワクチン 第一三共株式会社

肺炎球菌ワクチン ファイザ一株式会社

ヒト J¥ピローマウイルスワクチン グラクソ ・スミ スクライン株式会社

インフルエンザワクチン デンカ!'I".研株式会社

不活化ポリオワクチン (IPV) Imovax Polio : Sanofi Pasteur 

腸チフスワクチン (チフス菌Vi多糖体抗原ワクチン) Typhim Vi : Sanofi Pasteur 

4価髄膜炎菌ワクチン (MPSV) Menceva XACWY : GlaxoSmithKline 

成人用百日咳 ・破傷風・ジフアリアワクチン (Tdap) Covaxis : Sanofi Pasteur 

A型肝炎ワクチン Havrix 1440・GlaxoSmithKline

狂犬病ワクチン Rabique : Sanofi Pasteur 

* I~il内未承認の輸入ワクチンは太字で表記した.
• FI本脳炎ワクチンに|均しては.2009年5J Jまではマウス脳山来不活化日本JJ日炎ワクチン(回辺ニ菱製楽株式会社)を.2009年6月以降は
乾燥細胞培養円本JJì~ 炎ワクチン (出迎宅菱製薬株式会社)を使用した

表2 当外来使用生ワクチン

ワ ク チ ン ぞi

麻疹ワクチン

風疹ワクチン

おたふくかぜワクチン

/J(痘ワクチン

不利~ ・ 凪li*ì.見合ワクチン

MMRワクチン

本陸|内未承認の輸入ワクチンは太?で表記した.

での日時が切迫しているなど特に必要と認めた場合に限

って， 複数ワクチンを同時接種する こととした.囲内未

承認輸入ワクチンに関しては原則として単独接種とした.

2008年 4月一2010i1二3月までの 2年間の当科における

トラベルワクチン接種者数，ワクチン接種数について診

療録を用い後方視的に集計した.またi度航日的地域，按
極ワクチンの種類，接種目的についても検討した.

結果

検討期間中の トラベルワクチン接種者の実数は55名

(延べ151名人男児27名，女児28名であった.受診者の

年齢は，平均7.8士4.7歳，中央値9歳 (0歳-15歳)で

あり，受診者一人当たりの受診回数は，平均2.7::1:2.0回

であり，ワクチンの同時接種を行った回数は平均0.8::1:

1.0回であった.ワクチン総接種数は183であり，受診者
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阪大微生物病研究会

阪大微生物病研究会

ÎË~田薬品工業株式会社

阪大微生物病研究会

阪大微生物病研究会

Priorix : GlaxoSmithKline 

1人当たり平均3.3土2.6凶， 2.1::1: 1.4種類の接種を行っ

た.

副反応としては， A型肝炎ワクチン+B型肝炎ワクチ

ンの初回同時接種後に両上腕接種部に強い発赤 ・腫脹を

認め，翌週再診となった 3歳女児例(後に消毒用アルコー

ルによる接触性皮膚炎と判明)が 1件と，腸チフスワク

チン接種後に接種部に水抱を認めた5歳女児例が1件あ

った.その他， 加療を要する重度の副反応は認めなかっ

た.

渡航目的地域別に見ると，東南アジア14名 (25%)， 

東アジア10名 (18%)，北アメリカ10名(18%)，インド ・

中東5名 (9%)，アフリカ 2名 (4%)， ヨーロ ツノq

名 (2%)，日本(海外渡航なし) 13名 (25%) であっ

た(図 1).日本(海外渡航なし)の13名の内訳は，在

日外国人 7名，日本人 6名であった.各々の トラベルワ
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クチン接種の目的は後述する.

ワクチン接種状況は， B型肝炎不活化ワクチンが最も
多く61回 (33.3%)であった.次いでA型肝炎不活化ワ

クチン47回 (25.7%)，日本脳炎不活化ワクチン25回

(13.7%) ，腸チフスワクチン13名 (7.1%)，不活化ポ

リオワクチン10名 (5.5%)であった.輸入ワクチンの

使用は，前記の腸チフス，ポリオに加えて，狂犬病ワク

チン 5回 4価髄膜炎菌ワクチン 2回， MMRワクチン

l回の計31回 (16.9%)であった(凶2) 

当院小児科におけるトラベルワクチン接種目的を集計

すると，①「渡航先での感染予防のため」が54.5%で最

も多く，次いで②「渡航先での入国 ・就学に必要である

ためJ 21. 8%，③「在日外国人が本国の予防接種スケジ

ュールにあわせるためJ12.7%，④「日本のインターナ

ショナルスクール入学に必要で、あるためJ5.5%，⑤「保

護者が日本の定期予防接種は不十分と判断したため」

5.5%，の順となった(図3). 

当科における トラベルワクチン接種の実際の運用に関

して，個々のワクチンに関して以下のごとく対応してき

た.A型肝炎ワクチンは国産であり製造 ・販売承認が得

られているものの，対象年齢が16歳以上となっており当

アフリ力。
ヨ一口ツJ ~: 2覧4百

図1 目的地域別分布状況

*日本(海外渡航なし)は，在日外国人，海外渡航目的以外

でのトラベルワクチン接種希望者を含んでいる.

MR: 1.6% 

おたふく;2.2也

狂玄盆ヰユ皇

DPT 

図2 ワクチン種別接種率

*同内未承認の輸入ワクチンは，下線で示している.
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インターナショナ
ルスクール入学，

外国の予防接種 5.5% 

スケジュール，
12.7% 

図3 トラベルワクチン接種目的

日本の定期予防
後種は不十分:
5.5覧

科の患者層のほぼ全例はオフラベJレでの使用となるた

め，予防接種の必要性，副反応、，有用性につき独自の説

明書・同意書を作成し，書面による同意を得たうえで実

施した. 日本脳炎ワクチンはトラベルワクチンとして当

科でも使用頻度の高いワクチンであったが，検討期間中

は積極的勧奨の差し控えが勧告されていたため，接種に

あたり予防接種の必要性，副反応，有用性につき独自の

説明書 ・同意書を作成し，書面による同意を得たうえで

実施した.2009年5月まではマウス目前由来不活化日本脳

炎ワクチンを， 2009年6月以降は乾燥細胞培養日本脳炎

ワクチンを使用した.積極的勧奨が再開された2010年4

円以降は書面による同意書の使用は中止した.

また輸入ワクチン全般に関して，我が国では未承認薬

剤であるために.予防接種の必要性，副反応，有用性に

つき十分に説明したうえで，国内製造のワクチンとは異

なり，重大な副作用を生じた場合は，国内の医薬品副作

用被害者救済制度では対応できないと想定される旨を記

した当院国際内科と共通の輸入ワクチン使用の説明書 ・

同意書を使用し，書面による同意を得たうえで実施した.

考察

過去2年間の当院小児科外来受診者の検討から， トラ

ベルク リニックを標梼していない当科においても， トラ

ベルワクチン接種目的の受診者数が一月平均6.3人受診

し，一月平均7.6回のワクチン接種を行っていた.市中

病院の一般小児科外来にしては，多くの トラベルワクチ

ン接種希望者が受診した理由として，併設されている国

際内科外来から渡航相談目的の日本人受診者の子弟やか

かりつけ外国人の子弟が流れてきていること，また周辺

施設において採用していない国内未承認輸入ワクチンの

接種拡大にあたっては，インターネッ トや口コミを介し

た保護者間のネッ トワークにより速やかに地域で情報が

共有されていることが考えられた.

小児科外来特有の問題として ほとんどの対象児が就

学中のため受診後もできるだけ授業に出席したいとの希
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望が多く，接種後長期間の経過観察が困難な点があった.

また，成人 トラベルワクチン接種において普通に行われ

ている複数ワクチンの同時接種が小児においては一般的

でないこと4) また定期接種と同時に他のワクチン接種

を行った場合は，自治体によっては定期接種とみなされ

ず公費接種とならない可能性や，予防接種法に基づく副

反応被害の救済措置も受けられない可能性が指摘されて

いること 5)などから，同時接種の積極的導入に踏み切る

ことができていない現状がある.また近年， 16歳以上の

対象において腸チフスワクチン ・髄膜炎菌性髄膜炎ワク

チンが安全に接種できる旨の報告がなされたが，当科が

対象とする小児の年齢層に関しては検討対象から除外さ

れている日また小児渡航外来に関して十分な経験を有

する施設は現時点でごく限られており7)8)9) 小児に対

する輸入ワクチンの接種経験はいわゆるトラベルクリニ

ツクにおいても十分とはいいがたいのが現状である.

我々の検討では，渡航先は東南アジア，東アジア，北

アメリカ地域が多く，大学病院の成人を対象とした海外

渡航専門外来における検討lO)とほぼ同様であった.一

方で，海外渡航を前提としないトラベルワクチン接種が，

全体の25%を占めたのは当院小児科の特徴と思われた.

トラベルワクチン接種円的に関しては r渡航先での

感染予防のためJ，r渡航先での入国 ・就学に必要である

ため」が全体の3/4を占める一方で，日本の定期予防接

種のみでは必要な予防接種が賄えない在日外国人，イン

ターナショナルスクール入学希望者，海外波航目的以外

での輸入ワクチン希望者などが全体の1/4存在すること

がわかった.この理由として，神戸は国際都市であり大

規模なインターナショナルスクールが4か所あり 11)

子育てー11I:代の在日外同人が多く居住していること，また

インターナショナルスクーJレへの子どもの入学を希望す

る日本人家族が一定の割合で存在することが考えられ

た.また渡航目的以外での輸入ワクチン希望に関しては，

現状ではほとんどが不活化ポリオワクチン接種希望者で

あり，以前より電話での問い合わせはあったが渡航目的

以外の接極に関しては原則として対J;~; していなかったた

め， 2008年4月の接種開始以降もそれほどの増加は認め

ていなかった.しかし，渡航目的以外の接種解禁後，徐々

に接種希望者が増大し， 2010年 2月に神戸で小児のポリ

オ患者が発生した以降から受診希望者が急増している.

ただし，一小児科医の観点からすると，日本国で出生し

た児は平等に定期接種の恩恵を被るべきであり， 一部の

受益者のみが自費診療でより安全かつ簡便な輸入ワクチ

ンの恩恵を被っている現状には積極的に賛同できない.

不活化ポリオワクチンに関しては DPTとの混合製剤lを

用いた臨床試験が計画されているようであり 12) でき

るだけ早期にすべての小児が安全な予防接種を受けられ

るような体制が求められる.
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トラベルワクチン接種率に関しては B型肝炎不活化

ワクチン， A型肝炎不活化ワクチン，日本脳炎ワクチン
の接種率が高かった.受診者にトラベルワクチンの説明

をする際に用いた「海外旅行者の予防接種Q&A  (海外

渡航者に対する予防接種のあり方に関する研究班編)})

は，簡潔 ・丁寧にかかれており，受診者への説明のため

に有用であったが，これらのワクチンはこの rQ&AJ 

において積極的に推奨されていたことが高い接種率の一

因と考えられた.前出の三島らの検討10)と比較すると，

A型肝炎ワクチン， B型肝炎ワクチンに関しては同様の

結巣であったが，彼らの検討において第3位に入った狂

犬病ワクチンは我々の検討ではわずかであった.

狂犬病ワクチンに関しては，国産ワクチンの供給体制

が不十分で、あり， 日本方式の暴露前接種では基礎免疫の

完了までに 6カ月を要し トラベルワクチンとしては実

用性に難がある. また，国産狂犬病ワクチンの安定した

渡航目的接種が可能である施設は限られていると思われ

る10)13) 2009年 6月に国際内科で WHO方式の輸入狂

犬病ワクチンが導入され，追随する形で当科では2010年

1月以降に導入した.結一呆として低い接種率にとどまっ

たものの，接種開始後の接種率は急激に伸びている実感

がある.しかし， これも限られた施設においてのみ可能

な手段であり，これらの需要の高いワクチンに関しては

希望者が平等に接種を受けられる体制が必要と考える.

また全接種のうち輸入ワクチン按種が16.9%を占めて

おり，輸入ワクチン接種希望者は経年的に増加している

印象がある. しかし，外国で定期接種として使用されて

いるものであっても囲内未承認楽であり，ワクチンによ

る健康被害に過敏な日本の風潮を考癒すると，その適切

な使用に関し今後も慎重な検討が必要と考えている.

海外渡航者の増加に加え，多様なインフォメーション

テクノロジーの発達に伴い，保護者のトラベルワクチン

に対する知識は深く，興味は多様になってきている.今

回の検討の結果，現行の国産ワクチンによる定期予防接

種のみでは拡大する社会のワクチン需要を満たせていな

いことがわかった.現在に至るまで，現場レベルで トラ

ベルワクチン接種に際し，その都度生じてきた問題に対

し適宜対応することとしてきたが，小児科においても ト

ラベルワクチン接種に対する需要はより複雑かつ広範に

なってきており，今後はすべての希望小児が平等に安全

なワクチン接種を享受できるような体制作りが望ましい

と思われる.
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